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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

プ
ロ
野
球
日

本
シ
リ
ー
ズ
が

終
わ
っ
た
。
頂

点
を
決
め
る
闘

い
の
た
め
、
熱

気
も
シ
ー
ズ
ン

中
と
は
違
っ
た

▼
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
と

い
う
制
度
で
、
リ
ー
グ
の
１
〜
３

位
ま
で
が
再
度
試
合
で
リ
ー
グ
代

表
を
決
め
る
。
セ
・
リ
ー
グ
は

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
３
位
だ
っ
た
が
、
代

表
と
な
り
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
も
制

覇
し
た
▼
短
期
決
戦
は
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

の
得
意
分
野
だ
。
リ
ー
グ
戦
は
例

え
れ
ば
長
距
離
走
で
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
短
距
離
走
で
あ
る
。

ボ
ク
シ
ン
グ
も
ラ
ウ
ン
ド
数
で
言

え
ば
ア
マ
は
短
距
離
、
プ
ロ
は
長

距
離
と
言
え
る
。
単
純
に
は
言
え

な
い
が
、
ア
マ
は
綺
麗
な
フ
ォ
ー

ム
で
心
技
体
一
体
の
パ
ン
チ
で
な

け
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
と
な
ら
な
い
。

プ
ロ
は
大
ら
か
に
言
う
と
多
少
崩

れ
た
フ
ォ
ー
ム
で
も
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
れ
ば
良
い
と
い
う
違
い
も
あ

る
▼
話
し
は
戻
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

得
意
分
野
が
あ
る
。
そ
の
長
所
を

埋
も
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
生
か

せ
る
世
の
中
と
な
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
。
そ
し
て
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
は

来
年
リ
ー
グ
優
勝
も
果
た
し
て
も

ら
い
た
い
。 

（
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
）

年輪

　

交
渉
の
冒
頭
、
加
藤
地
本
委
員
長

は
「
人
事
院
に
は
国
有
林
野
で
働
く

こ
と
の
特
殊
性
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
。
奥
地
や
山
間
部
な
ど
他
の
行

政
官
庁
に
は
な
い
極
め
て
特
殊
性
の

高
い
現
場
で
業
務
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
う
え
、
毎
年
の
様
に
自
然
災
害

も
発
生
し
て
い
る
が
、
慢
性
的
な
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
で
あ
り
、
職
員
が
減

少
を
続
け
る
中
で
現
場
業
務
の
遂
行

が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る
実
態
を

発
言
し
て
い
く
の
で
、
国
有
林
の
現

場
実
態
を
認
識
し
現
状
改
善
に
向
け

た
前
向
き
な
回
答
を
求
め
る
」
と
挨

拶
し
、
人
事
院
九
州
事
務
局
伊
藤
総

務
課
長
に
要
求
書
を
手
交
し
ま
し
た
。 　

内
容
は
、
級
別
定
数
、
森
林
官
の

級
の
切
り
下
げ
は
行
わ
な
い
こ
と
、

行
（
二
）
に
つ
い
て
、
級
構
成
の
簡

素
化
や
号
級
較
差
額
の
改
善
、
部
下

数
制
限
条
項
の
さ
ら
な
る
弾
力
的
運

用
、
特
殊
勤
務
手
当
の
改
善
、
雇
用

と
年
金
の
接
続
に
係
る
暫
定
再
任
用

制
度
、
55
歳
定
昇
ス
ト
ッ
プ
の
見
直

し
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ー
ク
時
特
例
に
係

わ
る
不
利
益
の
解
消
に
向
け
た
対
応
、

通
勤
手
当
の
引
き
上
げ
、
子
の
看
護

休
暇
の
休
暇
日
数
の
拡
大
、
地
域
手

当
の
支
給
対
象
地
区
の
拡
大
等
を
求

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
か
ら

も
、
現
場
実
態
を
踏
ま
え
た
意
見
を

要
求
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
人
事
院
か
ら
回
答
が

あ
り
、「
今
後
も
引
き
続
き
意
見
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
要

求
は
本
院
へ
伝
え
る
」
等
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

要
求
内
容
を
確
実
に
本
院
へ
伝
え

る
こ
と
を
確
認
し
て
交
渉
を
終
了
し

ま
し
た
。

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「第11飛行隊参上！！」
（撮影者　伊藤芽依：大隅分会）

「
匠
の
一
言
」

華
麗
な
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
で
鹿
屋
市
上
空
を
沸
か

せ
た
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」

ま
さ
に
「
夢
・
感
動
」
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

九
州
地
本
で
は
、
10
月
16
日
に
人
事
院
九
州
事

務
局
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
交
渉
で
も

各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
代
表
者
４
名
が
参
加
、
地
本
執

行
部
を
含
め
、
総
勢
10
名
で
交
渉
を
実
施
。
ブ

ロ
ッ
ク
参
加
者
は
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
三
國
（
佐

賀
分
会
）、
熊
本
ブ
ロ
ッ
ク
・
平
松
（
局
分
会
）、

宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
・
和
田
（
宮
崎
南
部
分
会
）、
鹿

児
島
ブ
ロ
ッ
ク
・
東
（
北
薩
分
会
）。

三國（北部ブロック）平松（熊本ブロック）和田（宮崎ブロック）東（鹿児島ブロック）

更 労働条件等 向上 向 交渉
国有林野の特殊性を理解し改善を

～人事院九州事務局交渉～

分　会 執行委員長 副執行委員長 書記長 （財政担当） 執行委員

福　岡 田畑　駿也 辻田　優衣 稲員　優次 辻田　優衣 橋本　暁寛

佐　賀 峯　　良彦 三國　卓裕 中島　純也 堤　　広喜 堤　　広喜

長　崎 森　　　浩 長瀬　聖人 清田　泰志 志村　康介 志村　康介 城下ヒトミ

熊　本 今村　　誠 古村理恵子 市原　増雄 古村理恵子 塩崎　暢彦 　

熊本南部 米本　龍正 後藤　貴裕 三浦　健司 橋本　麻美 松永　恭一 橋本　麻美 山口　　聖 西山　太英

大　分 井上　和也 山形　良平 武原　龍行 中村　　帝 中村　　帝

大分西部 中山　俊和 蒲池　勝也 稲員　友樹 木下　昂大 木下　昂大

宮崎北部 岩本　浩三 下田　悠介 山川　祐一 山川　祐一 山口　隆志

西都児湯 井上　祐輔 木﨑真一郎 鶴山　喜之 木﨑真一郎 竹下　清高 濱本　　桜

宮　崎 宮本　和久 藏富　英典 河合さつき 柿田　憲司 兼城　華鈴 山元　義希 兼城　華鈴

技術ｾﾝﾀｰ 柿本　一宏 髙橋　陽介 岩下　正斉 髙橋　陽介 山本　佑主 川畑　地歩

都城支署 河本　正人 森　　俊之 那須　芳広 那須　芳広 小谷　　豊 柿田さおり 田中　凌大

宮崎南部 加藤　省三 和田　弥己 高森　公章 冨田　尚斗 冨田　尚斗 沖田　正志

大　隅 小島　洋一 岩下　泰弘 吉田　貴博 岩下　泰弘 岩﨑　正二 藤崎恵莉佳

北　薩 白内　慎哉 森本　博之 東　　佑太 森本　博之 川畑　勇二 藤山　　樹 中村　健一

鹿児島 小薄　政弘 江口　　晃 岩下　晃之 松永　一彦 岩下　晃之 鳥居　大輔

屋久島 歌野　邦美 山口　利明 木﨑　慎一 山口　利明 松井　涼太 塩澤　　翔

沖　縄 坂本　法博 井上　欣勇 小崎　凌平 東　　泰晟 東　　泰晟

局 後藤　一哉 藤川　涼一 平松　大志 内海　康雄 藤川　涼一 小山　雄平 坂元　美聖

地　本 加藤　吉征 中川　秀樹 古村　健児 松本　慎剛 松本　慎剛 歌野　国光 加来　尚貴

林野労組　九州地本　執行体制一覧

2024年10月18日現在

当
面
の
行
動

11
月
14
日　

全
山
労
宮
崎
同
友
会
本

部
定
期
大
会

11
月
19
日　

要
請
行
動

11
月
22
日　
２
０
２
４
新
採
労
働
学
校

12
月
9
日　

森
林
労
連
単
産
交
流
学

習
会

12
月
13
日　

分
会
書
記
長
会
議

12
月
14
日　

地
本
青
女
常
任
委
員
会

各
分
会
で

　
執
行
部
体
制
が
確
定

新たに執行部に加入された方もよろしくお願いします。



林 野 労 組 九 州

（
大
隅
分
会
：
吉
田
通
信
員
）

　

第
20
回
大
隅
森
林
管
理
署
分
会
定

期
大
会
を
9
月
13
日
に
大
隅
署
会
議

室
に
お
い
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
議
長
に
大
石
代
議
員
を
選
任

し
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
小
島
執
行
委
員
長
よ
り

「
昨
年
の
定
期
大
会
以
降
、
運
動
方

針
に
基
づ
き
様
々
な
各
種
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

大
隅
分
会
に
お
い
て
の
一
番
の
課
題

は
組
織
対
策
で
あ
り
、
様
々
な
理
由

が
あ
り
厳
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
未

加
入
者
へ
色
ん
な
機
会
を
と
ら
え
話

を
す
る
な
ど
引
き
続
き
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
九
州
地
方
本
部
の
古
村

書
記
長
に
出
席
い
た
だ
き
、
私
た
ち

を
取
り
巻
く
情
勢
、
組
織
態
勢
強
化

に
向
け
た
取
組
な
ど
一
致
団
結
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
2
0
2
3

年
度
闘
い
の
総
括
及
び
2
0
2
4
年

度
運
動
方
針
（
案
）、
2
0
2
3
年

度
決
算
報
告
及
び
2
0
2
4
年
度
予

算
（
案
）
の
提
案
が
あ
り
、
満
場
一

致
で
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣
言
が
採

択
さ
れ
、
最
後
に
小
島
執
行
委
員
長

に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
宴

会
部
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
歌
っ
て

呑
ん
で
語
っ
て
と
、
親
睦
を
さ
ら
に

深
め
、
宴
会
部
長
の
乾
杯
で
締
め
ま

し
た
。
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「沖縄分会へめんそ～れ！」
友利　良奈さん（沖縄分会）

　

今
回
沖
縄
分
会
か
ら
は
「
友
利 

良
奈
さ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

友
利
さ
ん
は
沖
縄
出
身
で
、
地

元
の
高
校
を
出
ら
れ
た
あ
と
沖
縄

の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
で

社
会
人
経
験
を
経
て
、
今
年
度
新

規
採
用
（
中
途
採
用
枠
）
で
入
庁

さ
れ
沖
縄
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

業
務
は
経
理
担
当
と
し
て
、
持

ち
前
の
社
会
経
験
を
活
か
し
つ
つ

初
め
て
な
が
ら
も
ド
ン
ド
ン
仕
事

を
捌
か
れ
て
い
ま
す
。
総
務
グ

ル
ー
プ
の
み
な
ら
ず
署
内
の
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
の
一
人
と
な
っ
て
お

り
明
る
い
職
場
づ
く
り
に
貢
献
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
す
が
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
（
沖

縄
出
身
）
と
い
う
こ
と
で
、
う
ち

な
ー
ぐ
ち
（
沖
縄
の
方
言
）
や
沖

縄
特
有
の
文
化
を
皆
に
教
え
て
く

れ
る
友
利
さ
ん
で
す
が
、
流
石
に

地
元
の
お
じ
い
、
お
ば
あ
の
お
話

は
う
ち
な
ー
ぐ
ち
が
濃
く
、
聴
き

取
り
が
難
し
い
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
友
利
さ
ん
は
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
楽
し
み
の

ひ
と
つ
と
の
こ
と
、
特
に
好
き
な

も
の
は
ス
テ
ー
キ
だ
そ
う
。
ち
な

み
に
お
ス
ス
メ
の
お
い
し
い
沖
縄

料
理
は
そ
う
め
ん
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

と
い
う
こ
と
で
、
読
者
の
皆
様
も

来
沖
さ
れ
た
際
は
ぜ
ひ
そ
う
め
ん

チ
ャ
ン
プ
ル
ー
を
お
試
し
下
さ

い
！

　

お
家
で
は
大
好
き
な
愛
犬
２
匹

に
囲
ま
れ
て
た
く
さ
ん
の
癒
し
を

得
な
が
ら
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
、
最
近
ペ
ッ
ト
セ
イ
バ
ー

（
い
わ
ば
ペ
ッ
ト
の
救
急
救
命

士
！
）
の
資
格
を
取
ら
れ
た
と
の

こ
と
、
色
々
な
面
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
友
利
さ
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
強
み

を
活
か
し
て
、
な
ん
く
る
な
い
さ

の
精
神
で
公
私
と
も
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

 

（
沖
縄
分
会
：
東
通
信
員
）

（
宮
崎
分
会
：
山
元
通
信
員
）

　

宮
崎
森
林
管
理
署
会
議
室
に
お
い

て
、
組
合
員
21
名
（
委
任
状
３
名
）

の
参
加
の
も
と
第
20
回
分
会
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
宮
本
執
行
委
員
長
よ
り

「
林
野
労
組
宮
崎
分
会
と
し
て
、

２
０
２
５
年
度
の
予
算
概
算
要
求
書

と
し
て
、
職
場
の
実
態
に
即
し
た
事

業
量
や
予
算
の
確
保
、
慢
性
的
な
要

因
不
足
の
解
消
、
ま
た
空
き
ポ
ス
ト

の
解
消
な
ど
に
対
し
て
要
求
し
て
き

た
が
、
森
林
事
務
所
森
林
官
の
併
任

な
ど
、
未
だ
解
消
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
こ
の
問
題
は
、
当
分
会
だ
け
で

な
く
、
他
分
会
も
要
因
不
足
で
嘆
い

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
当
局
へ
引
き

続
き
要
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

ま
た
、
今
後
予
定
さ
れ
る
各
種
選
挙

に
お
い
て
、
森
林
労
連
、
連
合
宮
崎

が
推
薦
す
る
候
補
の
勝
利
に
向
け
、

足
並
み
を
そ
ろ
え
闘
っ
て
行
こ
う
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
九
州
地
本
の
古

村
書
記
長
よ
り
激
励
の
挨
拶
と
情
勢

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
宮
川
議
長
の
進
行
の

下
、
２
０
２
３
年
度
闘
い
の
経
過
と

総
括
及
び
２
０
２
４
年
度
運
動
方
針

（
案
）
や
新
執
行
体
制
等
に
つ
い
て

報
告
・
提
案
し
、
全
組
合
員
の
賛
成

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
宮
本
執
行
委
員
長
の
音

頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
大

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

（
青
女
委
：
東
通
信
員
）

　

10
月
19
日
か
ら
20
日
に
広
島
市
に

お
い
て
、「
第
１
回
地
本
間
交
流
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
近
中
地
本
、

四
国
地
本
、
九
州
地
本
の
青
年
女
性

委
員
会
が
協
力
し
、
職
場
実
態
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
悩
み
や
不
安
不

満
等
を
意
見
交
換
し
、
他
の
地
本
と

情
報
共
有
等
す
る
こ
と
で
視
野
を
広

げ
今
後
の
組
合
活
動
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
近
中
地
本
か
ら
15
名
、

四
国
地
本
か
ら
10
名
、
九
州
地
本
か

ら
４
名
の
総
勢
29
名
が
集
結
し
ま
し

た
。
九
州
地
本
か
ら
は
、
山
形
良
平

（
大
分
）、
東
佑
太
（
北
薩
）、
木
下

昂
大
（
大
分
西
部
）、
片
野
翔
太

（
局
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行

い
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
リ
レ
ー
な
ど

若
者
ら
し
い
競
技
で
非
常
に
白
熱
し

た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

激
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
様
々
な
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
が
い
い
思
い
出
で
す
。

　

２
日
目
は
、
各
地
本
青
年
女
性
委

員
長
よ
り
活
動
紹
介
や
独
自
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
分

散
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
、
職
場
実
態
や
職
場

環
境
、
将
来
へ
の
不
安
な
ど
様
々
な

事
に
つ
い
て
討
論
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
各
地
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
地
本
、
分

会
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
な
ど
し

て
課
題
解
決
に
向
け
話
し
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

本
集
会
に
参
加
し
、
他
の
地
本
の

青
年
女
性
委
員
と
様
々
な
話
を
す
る

中
で
要
員
問
題
や
賃
金
に
関
す
る
不

安
、
昇
任
昇
格
等
に
対
す
る
不
満
な

ど
は
全
国
共
通
の
課
題
だ
と
再
認
識

し
、
２
月
実
施
予
定
の
春
闘
学
習
交

流
集
会
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
「
仲
間
を
一
人
に
し
な

い
」
を
柱
に
集
ま
る
場
を
確
保
し
、

青
年
女
性
委
員
ら
し
い
活
動
が
で
き

る
よ
う
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　第50回衆議院議員選挙は、10月27日に投開票が行われました。
　九州地本としては、推薦候補者の必勝に向け、組織の総力を挙げ
て全力で取り組んだ結果、前回の選挙以上の結果が出たと言えるも
のの、今後においても一層の取組を進める事が必要です。
　選挙における各分会の取組に感謝申し上げます。結果については
以下のとおりです。

第50回衆議院議員選挙結果一覧（九州地本）
県 選挙区 候補者 政　党 当　落
福　岡 福岡3区 仁戸田元気 立憲民主党 落選

福岡4区 許斐亮太郎 国民民主党 当選（比例）
福岡5区 堤　かなめ 立憲民主党 当選（比例）

佐　賀 佐賀1区 原口　一博 立憲民主党 当選
佐賀2区 大串　博志 立憲民主党 当選

長　崎 長崎2区 山田　勝彦 立憲民主党 当選（比例）
長崎3区 末次　精一 立憲民主党 落選

大　分 大分1区 吉良　州司 無所属 当選
大分2区 吉川　　元 立憲民主党 当選（比例）
大分3区 小林華弥子 立憲民主党 落選

熊　本 熊本1区 出口慎太郎 立憲民主党 落選
熊本3区 橋村　りか 社民党 落選
熊本4区 笹本由紀子 立憲民主党 落選

宮　崎 宮崎1区 渡辺　　創 立憲民主党 当選
宮崎2区 長友　慎治 国民民主党 当選（比例）

鹿児島 鹿児島1区 川内　博史 立憲民主党 当選
鹿児島3区 野間　　健 立憲民主党 当選
鹿児島4区 山内　光典 社民党 落選

沖　縄 沖縄３区 屋良　朝博 立憲民主党 当選（比例）
沖縄４区 金城　　徹 立憲民主党 落選

宮

崎

分

会

大

隅

分

会

癒しの愛犬たち！

分
会
大
会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
る

（
前
号
の
続
き
）

iDeCo
iDeCo …

iDeCo

iDeCo

JIS T

地本間の交流で全体での
課題解決に向け連携強化
～青年女性委員会　第１回地本間交流集会 in 広島市～

遠くの地でそれぞれ活動している仲間が一枚岩に！

クイズで大活躍する木下常任委員

他地本の貴重な意見を聞けました
九州の活動を紹介す
る山形青女委員長

これからも肩を組み仲間を一人にしない

第50回衆議院議員選挙結果


